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2018年度 第１回 6月京大本番レベル模試地理 採点基準 

 
１ 単答記述問題 
誤字，脱字，漢字間違いは０点。 
 
２ 論述問題 
①「設問別加点基準」に基づき加点する。また，その他各問題の主旨に適した解答にも適

宜加点する。ただし，満点を超える得点は与えない。 
② 以下の「共通減点基準」に基づき減点する。 
 
３ 共通減点基準 
① 加点要素における誤字・脱字および漢字の間違いは１点減点。 
② 下線の付け忘れは１点減点。 
③ 指定用語不使用は１点減点。 
④ 字数オーバーは１点減点。 
 
＊減点しなくていい要素，その他の注意 
① 地理用語に関して，漢字の新字体／旧字体や，スロヴェニア⇔スロベニア，パキスタ

ン⇔パーキスターンといったカタカナ表記の通念の範囲内での異体に関しては減点はし

ない。 
② 加点要素以外で誤った記述があった場合，その部分は０点だが，減点はしない。 
③ 加点項目は内容的に整合性が取れていればよく，字句の順序や表現は必ずしも完全に

一致していなくてもよい。 
④ 文章が未完のものも減点しない。 
 
４ 採点記号について  
 

１．＜□□□□＞ 加点ポイント 
２．□□□□× 事実に誤認あり 
３．□□✔□□ 誤字あり／脱字あり 
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５ 設問別加点基準 
 
１）     部分は必須キーワードであり，この表現がなければ当該加点ポイントに

おける加点はしない。その他は同義であれば加点する。 
２）○○／△△ は「○○でも△△でも可」を意味する。 

３）「②（①の説明として）」は，加点ポイント①を正解していなくても，加点ポイン

ト②に該当すれば加点する。 

 
Ⅰ 
問⑴ 
② 静岡／静岡市 →2 点 
 
問⑵② 3 点 
市街地内の車の通行量を減じることで，交通渋滞を緩和するため。（30 字） 
【加点ポイント】 
①交通渋滞を緩和する →2 点 
②（①の手段として）市街地／中心部 の 車の通行量を減らす／迂回させる →1 点 
            
問⑶② 2 点 
単調な砂浜海岸が長く延びる。 
【加点ポイント】 
海岸線が単調である 
入り江／湾 がない 
砂浜海岸である         いずれかで →2 点 
外洋に面している／波が高い        

 
問⑷ 4 点 
原料の石灰石は重量減損原料であり，原料産地で製造すれば輸送費が安価となるため，原

料産地に立地する。（49 字） 
【加点ポイント】 
①（セメント工業の原料として）石灰石／石灰岩 →1 点 
②（セメント工業の特徴として）重量減損原料である／製品より原料の方が重い →1 点 
③（セメント工業の特徴として）原料産地に立地する／原料指向型である →1 点 
④（③の理由として）輸送費を安くする →1 点 ★③が書かれていなければ④の加点なし 
 （重い石灰石を遠くまで運ぶと輸送費が高くなる でも加点 →1 点）  
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問⑸ 4 点 
姫川ダムの建設で河口への土砂供給量が減少，防波堤建設により沿岸流による土砂の運搬

量が減少したため。（50 字） 
【加点ポイント】 
①河川上流部でのダムの建設 →1 点 
②（①の結果として）河口／海岸への土砂の供給量が減少した →1 点 
③防波堤建設（港の建設では加点しない） →1 点 
④（③の結果として）沿岸流による海岸への土砂の供給量が減少した →1 点 
 
問⑹ 4 点  
取水した水を，落差が得られるところまで地下水路で運んで，発電する水力発電である。(40
字) 
【加点ポイント】 
①水力発電である →1 点 （★「揚水発電」では加点しない） 
②水の落差／位置エネルギーを利用する →1 点 
③上流で取水する →1 点 
④（③を）下流まで水路で運ぶ →1 点 
 
Ⅱ  
問⑴  
Ｂ スンナ派／スンニ―派／スンニ派 →1 点 
Ｅ 東方正教／正教会／ギリシャ正教／東方教会／ロシア正教／正教 →1 点 
 
問⑵ 
① シオニズム運動／シオニズム／シオン運動／シオン主義 →1 点 
 
問⑶ ① 3 点 
ともにフランスの旧植民地であり，カンボジアは上座部仏教が，ベトナムは大乗仏教が信

仰される。 

【加点ポイント】 
①どちらもフランスの旧植民地 →1 点 
②カンボジアは上座部仏教を信仰 →1 点 
③ベトナムは大乗仏教を信仰 →1 点 
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問⑶ ② 3 点 
ブラジルはポルトガルの，アルゼンチンはスペインの旧植民地であり，ともにカトリック

が信仰される。 
【加点ポイント】 
①ブラジルはポルトガルの旧植民地 →1 点 
②アルゼンチンはスペインの旧植民地 →1 点 
③どちらもカトリックを信仰 →1 点 
 
問⑸ 3 点 
ヒンドゥー教では牛が神聖な生き物とされ，不殺生の考えから菜食主義の人も多く，牛肉

を使用しない商品が提供されている。（57 字） 

【加点ポイント】 
①ヒンドゥー教 →1 点 
②牛は神聖／牛を食べない →1 点 
③牛肉を使用しない商品がある／菜食主義者向けの商品がある →1 点 
 
問⑹ 3 点 
カトリックが多数を占めるフィリピンにおいて，イスラム教を信仰するモロ族が，分離・

独立を目指して政府と衝突した。（55 字） 
【加点ポイント】 
①（対立する２つの宗教として）カトリック／キリスト教 と イスラム教  → 1 点 
②（少数派の民族として）モロ族 →1 点 
③（紛争の内容として）独立を目指す 
 
問⑺ 
凡例○ 3 点（国名：1 点 特徴：2 点） 
（国名）韓国 →1 点 
（特徴）結婚や出産を契機に離職する女性が目立ち，30 歳代で女性労働力率が低下してい

る。→2 点 （★国名「韓国」を正解していることが加点の前提） 
    ①30 歳代で（女性）労働力率が低下する →1 点 
    ②（①の理由として）結婚や出産で退職する →1 点 
凡例▲ 3 点（国名：1 点 特徴：2 点） 
（国名）ミャンマー →1 点 
（特徴）中等・高等教育の就学率が低い分，10 歳代後半の女性労働力率が高くなっている。 

→2 点（★国名「ミャンマー」を正解していることが加点の前提） 
    ①10 歳代の（女性）労働力率が高い →1 点 
    ②（①の理由として）就学率が低い／教育を受けられない →1 点 
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Ⅲ  
問⑴② 3 点 
アルミニウムは生産に大量の電力を必要とする。ノルウェーは水力発電，アイスランドは

水力・地熱発電と安価な電力が豊富だから。（60 字） 
【加点ポイント】 
★⑴①で「製品名―アルミニウム」を正解していることが加点の前提 
①（生産工程として）電力を大量に必要とする →1 点 
②ノルウェー・アイスランドとも水力発電 
ノルウェーは水力発電・アイスランドは地熱発電   1 点 

③電力が安価である →1 点 
 
問⑵② 4 点 
韓国は輸入原料を使用し，製品の輸出もしているので，交通に便利な臨海部に立地してい

る。ウクライナは国内で石炭・鉄鉱石を産出するので原料産地に立地している。（76 字） 
【加点ポイント】 
★⑵①で「製品名―粗鋼（鉄鋼）」を正解していることが加点の前提 
①韓国は臨海部に立地 →1 点 
②（①の理由として）輸入原料を利用 →1 点 
③ウクライナは原料産地に立地 →1 点 
④（③の理由として）原料／鉄鉱石／石炭 を国内で産出する →1 点 
 
問⑷ 2 点  
ケは木材で，これらの国では薪炭材としての利用が多いから。（28 字） 
【加点ポイント】 
①ケは木材 →1 点 
②薪炭材／燃料／薪／炭 としての利用が多い →1 点 
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Ⅳ 
問⑵ 4 点 
アフリカから連行した綿花のプランテーションの奴隷の子孫が多く，黒人の割合が高い。

（40 字） 
【加点ポイント】 
①黒人の割合が多い →2 点 
②（①の出身地として）アフリカ（系の子孫） →1 点 
③綿花栽培／プランテーション のために連れてこられた →1 点 
 
問⑶② 4 点 
東西に連なる山脈のない広大な平原であり，北からの寒気と南からの暖気が接して積乱雲

が発達しやすいため。（60 字） 
【加点ポイント】 
★⑶①で「竜巻（トルネード）」を正解していることが加点の前提 
①広大な平原／広い平野／山脈がない →1 点 
②北からの寒気と南からの暖気が接する →2 点 
③大気が不安定になる／積乱雲が発生しやすい →1 点 
 
問⑸ 6 点 
産地，集散地，積出港にエレベーターと呼ばれる巨大な穀物倉庫を持ち，それらを往来す

るための鉄道，船等の輸送手段も所有する。（60 字） 
【加点ポイント】 
①巨大な穀物倉庫／穀物エレベーター／グレーンエレベータ― を持つ →1 点 
②（①の場所として） 
 産地   
 集散地   各 1 点×３ 

積出港 
③輸送手段／鉄道／船 を有する →2 点 
 


